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て
此
の
問 

題
を
經
濟
學
其
も
の
か
ら
出
發
し
て
解
決
せ
ん
ど
し
、
.決
し
て
ブ
般
^
哲
學
的
^
雜
礎
附
け
ら
れ
た
方
法
論
^
出
發 

し
や
ぅW

は
し
な
か
つ
た
。
然
る
に1

1十
世
紀
^
入
る
ミ
共
^
、
事
情
は
1
變
し
て
、
後
の
方
向
を
迎
る
に
至
：っ
た 

即
ち
デ
ィV

タ
イ
、
ウ
ヰ

ン

デ
，
パ
ゾ
ド

、リ

ッ

ケ
グ
ト
、

マ
ッ
ヤ
等
の
哲
學
的
認
識
論
を
兹
礎

ビ
し
て
、
此
の
法 

則
問
題
を
解
決
せ
ん
ど
し
た
。
且
っ
大
體
R
於
て
云
ふ
な
ら
ば
、
其
の
.主
要
傾
向
は
法
則
?:
假
定
的
認
識
手
段
、
M- 

惟
形
式
^
し
て
、
精
神
科
學
的
-̂
解
決
せ
ん
ミ
す
る
の
で
あ
る
o
マ
ッ
ク
ス
•ゥ
ェ
I
バ
ー
、
ス
テ
フ
ィ
ゾ
ガ
ー(
CQ
け？ 

p
h
i
n
g
e
o
、

左
右
田
博
士
等
は
、
，

ッ
ケ
ル
ト
の
影
響
の
下
^
、
經
濟
學
は
文
化
科
學
で
あ
々
、
從
っ
て
其
の
本
來
の 

認
識
目
的
は
經
濟
的
文
化
價
値
の
合
法
的
認
識
に
あ
る
の
で
.あ
っ
て
、
法
則
の
設
定
は
唯 

< 研
究
の
手
段
で
あ
ぅ
、
 

且
っ
法
則
は
思
惟
形
式W

し

.て
一
定
の
假
定
的
條
件
の
下
に
於
て
の
み
妥
當
性
を
有
す
る
^
。

ル
ダ
シ
イ(

G
a
n
s 

L
u
d
a
s
s
y
)

は
、：

經
濟
現
象
は
感
性
的
,
知
覺
し
得
る
現
象
汝
る
‘が
故
纪
ノ
囡
果
法
則
^
從
ふ
が
、

一

方

經

濟

は
 

自©

意
志
に
據
る
目
的
活
動
に
據
り
て
^
.ず

る

が.

故
^

、.
其
.の
法
則
：は
假
定
敗
條
件
の
下
に
.の
み
妥
當
す
る
論
理
的 

患
*
形

式

で

あ

る
i £

o
オ
イ
レX

ブ
ル
グ.

(
F
r
a
s

 

E
u
l
e
n
b
u
r
g
)

は
自
然
科
學
せ
社
會
科
學
ど
を
對
立
さ
せ
、
社
會 

法
則C

經
濟
法
則
も
其
の
：一
種〕

は
結
局
人
間
の
社
會
的
典
同
動
作
5:
思
惟
ず
る
4
の
不
可
缺
の
前
提(

2.
1
1
1
0
^
0
1
 ̂

Apriori)

な
>
 
ど
し
た
。
：ウ

f
デ
ィ
ゲv

(
w
a
l

泣
^

看
た
'
9 :

へ
:ッ
セ(Allber

サH
e
s
s
e
)

も
法
則
を
カ
ン
ト
流
に
一
.つ
ソ
の
先
驗
.的
思
1
形

：式

：？

看

た

：

0
;
>
.
シ
ユ
タ
.：
ム
ー
フ
ー
は
自 

然

科

學

ど

，目

的

科

學

ヒ

を

對

立

：

n

せ
，
經

濟

學：

は

：目

的

法

則
?:
'硏
梵
す
る
も
の
：で
あ
^V 、

此
の
目
的
法
則
ば
論
理
的 

思
惟
形
式
.で

あ

る

，
：ど

な

し

た

。

最

後

^
シ
：
ユ

V
V

は
全
體
主
義
の
立
場
ょ
A
、
自

的

^
手
段
の
關
係
法
則
を
設
楚
せ

依
二
十
五
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0
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明 ，

ハ

.ん W
 
し

た.
。
.
. 

1
,

r
く
著
者
ォ
.：フ(

ラ
I
は
ァ
經
濟
法
則
槪
象
史
的

.發
藤

翁

述

し

：.
§
、
'

_
ぞ
し
'て
、
.積
極

的

留

己

の

'立
®; 

を

表

明

し

て

居

る

。

彼

は

，

第

一

篇

濟

法

則

は

存

在

露

で

あ

ち

：
感

彦

は

論

理

的

通

形

式

で

あ

，̂

、
'
货
 

1 
一
一S

則
が
可
能
I

る
論
理
的
、
假

定

的

條

件

高

f

:

ら
し
_

ぐ

、(

：|

ら
总
S

程
k
據
つ
て
、
一
定
の
現
象
2

を
.抽
象
す
る
I

S

O
て
摩

、
法
則
の
設
定
は
叩
能
な
^
^

す

る

一

言
に
し
て
云
へ
ば
、
彼
は
全
く
力
.ン
.ト

流

に

、

法

則

，
最
k
主
観
の
疆
形
式
ど
し
て
規
定
せ
ん
ど
す
る

. 

.

上
^
の
女
く
ォ
フ
ラ
ー
の
本
書

^
货
げ
る
主
眼
.
1
|は
、
«
濟
法
則
槪
念
.の
史
的
發
展
ど
彼
の
，積
極
的
主
.張
ど
こ 

陶
け
ら
れ
I

る
以
上
、
紹
介
者
も
亦
本
觀
對
す

I

判
は
以
.

1
 一
 

S

け
s

f

ぬ
。

第 

一
k
、
ォ
ブ
ラ
ー
は
經
濟
法
則
槪
念
の
史
时
發
展
を
述
べ
る
に
當
つ
七
ブ
近
世
、
殊
^
最
近
^
於
け
る
唯
物
論 

的
法
則
槪
念
S

展
に
關
す
る
叙
述
I

い
て
居
る
。
且

つ

法

則

槪

含

史

的

叢

f

l

統
的
S

べ

ん
ビ

ず
 

I

ら
ば
、
形
而
上
學
的
、
自

馨

學

的

、
，精
神
科
學
的
發
展
段
階(

办
論
ォ
ブ
ラ
I
は

意

酿

的

益

る

f

ベ
於 

て
は
述
へ
ぬ
か
、
全
，體
を
通
讀
し
て
見
.る
せ
、
無
意
識
の
內
晶
る
段
階

k
於
て
叙
述
し
て
居

る〕

に
於

て
述
べ
る 

ょ
々
は
.
寧
ろ
觀
念
論
的
法
則
■
念
ど
唯
物
論
的
篇
槪
念y

の
辯
證
法
的
發
展
：に
於
て
.：記
述
す
る
方
が
、
ょ

み
適 

^
レ
や
ー
丨
心
は
4
る

と

运

ふ

の

は

&
來
歷
史
^
現
は
れ
た
各
種
の
認
識
態
度
は
結
局
觀
念
論
か
唯
杨
論
か
の 

孰
す
を
歸
着
す
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
古
代
、
中
世
£

て
は
汎
神
論
的
忠
.想
の
卞
^
、
經
濟
法
則
は
神
.̂

據

 々

各
個
人
の
主
蟹
ら
客
觀
的

S

立
し
|

¥

|
ベ(

唯
物
論
的〕

る
.
I

k

’他
方
人
間
S

念
的
妄
^
^

I

の
所
產
f

ど
見
る
■

於
て
觀
念
論
的
で
：あ
々
、
即
ち
此
の
同

r

2

念
I

、
南
發
展
的
對
秦
原
始
ぬ

.

同1

性
が
潜
在
し
、
所
_『

即
自
的』

(an s
k
h
)

狀
態
R
あ
つ
.允
。
然
る
^
近
世
の
初
期
^
於
け
る
急
激
*
る
自
然
科 

學
の
.
#達
0
據
々
、法
則
は1.

方
k
於

て

：
主

觀

か

ら

：爾

立

忆

現

象

自

體

^
內
在
す
^
看
做
さ
れ
る
ゼ
共
；̂

他
方
獨
乙
. 

讲
典
哲
學
、
殊
k
力
>
ト
の
'影
.響
の
下
^
、
法

則

は

主

觀

の

先

驗

的

思

惟

形

式

れ

、此
處
k
過
表
に
於
て
潜 

在
し
た
唯
物
論
ど
觀
念
論
-̂

の
對
立
が
明
瞭
^
現
は
れ
^
向
自
的
^

&
玲

^

狀
態
^
達のである。更

R
自 

然
科
學
的
唯
物
論

.\
即
ち
無
發
展
的
な
形
而
上
.學
的
、
*
械
論
的
唯
物
論
の
缺
陷
せ
、
發
展
的
で
は
あ
つ
た
が
本
來 

.の
觀
念
論
の
缺
陷
亡
が
止
揚
さ
れ
、
其
處
化
高
次
の
唯
物
辯
證
法
的
法
則
_
念
.の
設
定
：に
、
即

ち

8

I
 fur sich 

の
狀
態
^
到
遨
し
た
の
で
あ
る
。

'
.
. 

.

.
第
一
一̂
.ォ

ブ

ラ

ー

の
.法
則
槪
念
が
、
全
く
ヵ
.ン
ト
流
^

、
«

念
論
的
に
解
決
さ
：れ
_て
居
る
1»
?:
批
判
し
な
け
れ
ば
：
 

な
ら
ぬ
。
紹
介
者
は
純
然
.た
る
唯
物
論
の
立
場
^

立
つ
者
で
あ
る
0

ど
云A

の
は
、
自
然
現
象
が
我
：々
主
觀
か
ら
客 

觀
的
^
獨
立
し
て
存
在
し
、，
且
つ
自
然
法
則
ば
此
<7
>
客
?1
的
存
在
^
內
在
ず
.る
，ネ
；の
で
あ
つ
て
、
：主
觀
が
唯
い
之
を 

近
似
的
に
摸
寫
す
る
如
く
、
人
間
對
人
間
，の
.關
係
、
即
ち
.社
會
關
係
も
、
其
：叹
當
事
者
た
る
個
々
の
主
觀
の
目
的
意 

志
活
動
を
通
じ
て
生
ず
る
：が
.、：

其
の
結
果
生
じ
た
社
會
關
係
は
個
々
の
：主
観
の
目
商
意
志
ど
は
員
つ
た
も
の
S
し
て
、
 

現
は
れ
、
斯
く
し
て
社
會
關
係
は
個
々
の
主
觀
か
ら
客
觀
的
獨
立
性
を
獲
得
じ
？
且
つ
此
の
社
會
關
係
の
變
化
法
則 

は
客
觀
的
社
會
關
係
自
體
^
內
在
す
る
の
で
あ
{
、
個
々
の
主
觀
は
唯
1
此
の
客
觀
的
社
會
法
則
を
2£
似
的
に
摸
寫
ン 

すw

看
做
ず
唯
物
論
的
立
場
K

立
，

C
v

か
ら
で
あ
る
。
斯
く
法
則
槪
念
を
曝
物
論
的
化
解
釋
せ
ず
し
て
、
反
對
^

ォ
ブ
' 

ラ
|:
.
>の
如
く
觀
念
論
的
^

、
.法
則
を
寒
ら
主
歡
^

依
據
せ
し
め
、
*

»

R據
つ
て
作
办
出
さ
れ
た
患
惟
形
式
£
看
做 

す
時
は
、
«
念
論
固
有
の
缺
陷
^
し
て
、
第

I

R
客
觀
的
科
學
的
眞
理
ど
主
®

的
信
仰
ど
を
區
别
ず
可
さ
規
準
は
失
.
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は
れ
第
一

{
k
^
2
觀
的
現
實
を

a£
礎

,̂し
て
の
み
行
は
る
、所
の
實
踐
に
役
立
つ

Hr
さ

^

^

^

^

之

の

み

が

眞

の

斗
 

辱

で

あ

る

は

建

管

れ

ず

宇

る

の

で

き

。
何

故

法

則

槪

奢

唯

物

論

的

；̂

解

す

可

氛

の

詳

細

な

る

馨
 

は
近
く
本
訪
上
に
揭
載
す
る
豫
定
で
あ
る
。
 

-

< 

多 

5

1
-i
.
v
. 

メ 

o

t

f

t

r

j

f 

»
v
>
» 
p
z 

%
 

f 

s 

e
 

i

i
 

^
L
r
y
b 

f

 

L

 

 ̂

>
1
、

> 

i
 

,

、
か

,

_

い く

1  h

m

r r v心

“ V

文

、 v C

_ _

m

ぐ

SJ ^

ミ

し ' 、

， ，ミ

ダ  

* 、

B

_

l

謙

讓

H

I

;

-

j
,

1

ぺ 邏

ハ
i,

於 お :i邦

^ じ t <

> へj ノ

H

s t e

議

^  . 輝

,,— r••，声 _ X ，病

切

t < s

ぬ 》

メ そ : '

I V V  

^ 雜 ,

H ' U ^ l

f m

_  ■

鱗 ; :

，l L  v

O f

> K 1  

r 母 I

5.ん  v  M

ず ： _

化 ブ '
^  f ~  、す

^  i v 、 》 jv |

， 成 作 M  

y ^ J h ^ L  ^

n  議

i

議

0
W
. 
I
,

!
’

；
，
，

.

.

丨
：
；

i

&

*

f

p

T 
.
ir<

ミ 外 職

, : ； f  哲  n

v m i

段  _ i ^ :

' 4 墙 き ざ

s ! 馨

) ， :如 勝

p s _

t  ペ  ^ r \ x i  >

) , _

ホ ド _

^ # S i

y 呀 ぞ ヤ き 丨 _フ

繼

導  

_

F
ボ
I
-
,
,は

/ 
J

V

\ 、 ， /r* v 、 や

S .

_

(Ttt

| 
_  

tパ

第

無

，
：
麗

層

梦

V ^ ¥ ：W k ^

M ^ m

? 《 ，バ べ 汽 1 へ 1

獅  

參

_

_

響 ニ  

逸 K

i i

馨

卿

鋒 驗

i -s.

I
ハ■»«

w
&
f
u
け
g
-
^
l
g
e校
{
1
ぶ
齡
雙t

冷
#
雙
.
r
f

y i
^
xr
f
tE

H
n
t

親
；̂
寧
：む

in 
穿
^

ハ ^

外

f t

r
私

wŵ*
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